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  ４月２１日（月）、講師に亀山市教育委員会学校図書館活用アド

バイザーの川口先生をお招きし、研修講座「図書館教育①」を行い

ました。 

冒頭、川口先生から「学校図書館を

子どもたちの深い学びに向けた授

業改善に活かすことが大切」とい

うお話がありました。深い学びには読む力が必要であること、その

力は全ての教科を通して必須のものであることを教えていただき

ました。 

後半は岡田淳作・絵の「フングリコングリ」を題材とした集団読書・読書感想文の書き方を学ぶ

ワークショップをしていただきました。「次はどうなるんだろう」と想像しながら読み進め、本の世

界に入り込む先生方の姿が印象的でした。想像も一人一人に違いがあり、楽しく具体的に学ぶこと

ができました。 

ご参加いただいた先生方、ぜひ研修会で学んだことを各職場で環流していただけたらと思います。 

今回、研修会で使用した集団読書用テキスト「フングリコングリ」は４０冊貸出可能です。希望

のある場合は、学校教育課へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修講座 B-18 図書館教育①を実施しました！ 

「学校図書館は教育のインフラ～読む力を育てよう～」 

【講師】 亀山市教育委員会 学校図書館活用アドバイザー 

                            川口 恭子 先生 

 

アンケートより【一部抜粋】 

・自分自身、書くことが苦手だったので、指導も自信がありませんでした。しかし今日教えても

らったことで指導の流れがわかったので、今後少しだけ自身をもって指導できるかなと思いまし

た。【小】 

・子どもたちにいろんな手立てを取って、本に触れさせたいと思いました。読書のよさや大事さ

を実感しました。図書担当だけでなく、先生方の意識も同じように高めていく必要性を日々感じ

ています。【小】 

・「読みたい！」と思う体験をするって大切だなと実感します。想像することが苦手な生徒が増え

ていると感じるので、中学生でも「フングリコングリ」は楽しみながらできるように思います。

繰り返し読む、自分で読み込むことをしないで「わからない」という生徒に読ませる工夫が大事 

だと思います。「やってみたい」と思えるワークショップでした。【中】 


